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令和8年度の出水期に備えて、タイムラインの運用や多機関連携をスムーズに
実施できるよう、江の川上流水害タイムライン（令和8年度版）に基づいて各機
関の防災行動項目を確認しました。

•出水対応においては、本検討会で確認した各機関の主な防
災行動項目や、タイムライン運用上の留意点に留意する。

•また、自機関のマニュアルと本タイムラインの整合性を確
認し、機関内で実施する項目や手順等も確認する。

•ポータルサイトを活用し迅速な情報収集に役立てる。

ま
と
め

 タイムラインの概要
新任担当者なども考慮し、円滑な出水対応の一助となるよう「江の川上流水害タイムライン＜

令和8年度版＞」の概要及び運用について解説した。

 新たな防災気象情報を反映したタイムライン変更点の確認
令和8年5月から運用開始された新たな防災気象情報について、情報体系および名称変更の概要

について情報提供した。併せて、防災気象情報の変更を踏まえて改訂した令和8年度版タイムライ
ンの内容及びポータルサイトの改修方針についても説明した。

 タイムラインの読み合わせ
タイムライン訓練動画を用いて、レベル毎の状況を映像でイメージした上で、各機関の主な防

災行動項目及びタイムラインレベル毎の変更点確認した。また、多機関の連携が必要な防災行動
項目を読み上げ、担当機関が挙手して役割を確認する、「参加型」の読み合わせを行った。

 運用に向けての留意事項
タイムラインを運用する上での留意事項と今後のスケジュールを説明した。

＜タイムラインへの記録について＞

 検討会参加機関 出席：25機関（検討会構成機関：37機関）

講評：広島大学（現：群馬大学）井上 特任教授

＜運用方法の確認＞

＜想定最大浸水に備えた訓練動画＞ ＜役割をもつ機関が挙手する様子＞

梅雨に入って、これから雨が多くなる季節になると思
いますが、発令の基準や名称が変わっていることに注意
しながら、今年も円滑にタイムラインを進めていただき
たい。
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